
メープルヒル病院ホームページより

Ｑ  

小
学
校
教
育
振
興
事
業
と
中
学
校
教

育
振
興
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
修
学
旅
行
が
延

期
・
中
止
に
な
っ
た
場
合
の
キ
ャ
ン
セ
ル

料
と
説
明
を
受
け
た
が
、
延
期
の
期
間
に

つ
い
て
問
う
。

　
ま
た
、
延
期
や
中
止
の
基
準
に
つ
い
て

の
保
護
者
の
受
け
止
め
方
を
問
う
。

A  

現
在
、
全
国
的
に
多
く
の
学
校
が

延
期
や
行
き
先
の
変
更
を
し
て
い
る
た

め
、
希
望
す
る
時
期
と
場
所
に
延
期
す

る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
旅
行

会
社
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
で
き
る

限
り
年
度
内
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

た
だ
し
、
小
学
校
の
修
学
旅
行
は
６

年
生
が
参
加
す
る
た
め
、
年
度
内
に
実

施
が
で
き
な
け
れ
ば
中
止
と
な
る
。

　

中
学
校
の
修
学
旅
行
は
２
年
生
が
参

加
す
る
た
め
、
年
度
内
の
実
施
が
で
き

な
け
れ
ば
保
護
者
の
意
見
も
参
考
に
３

年
生
の
行
事
等
を
勘
案
し
て
、
３
年
生

に
延
期
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
止
や
変
更
の
目
安
に
つ
い

て
は
校
長
会
で
県
の
基
準
に
準
じ
て
５

つ
の
目
安
を
示
し
て
い
る
。

　

１
つ
目
が
、
国
が
広
島
県
に
緊
急
事

態
宣
言
を
発
し
、
外
出
制
限
を
要
請
し

て
い
る
場
合
。

　

２
つ
目
が
、
旅
行
先
の
県
知
事
が
国

民
に
向
け
て
当
該
旅
行
先
へ
の
旅
行
を

自
粛
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
場
合
。

　

３
つ
目
が
、
広
島
県
知
事
が
県
民
に

向
け
て
県
外
へ
の
移
動
を
自
粛
す
る
よ

う
に
要
請
す
る
場
合
。

　

４
つ
目
が
、
修
学
旅
行
の
期
日
を
含

む
期
間
に
学
校
の
全
部
ま
た
は
当
該
学

年
が
臨
時
休
業
と
な
る
場
合
。

　

５
つ
目
が
、
大
竹
市
の
状
況
、
大
竹

市
民
の
生
活
圏
の
状
況
、
学
校
の
状
況

等
を
考
え
た
と
き
に
、
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
と
学
校
と
し
て
判
断
す
る
場
合
。

　

こ
の
目
安
に
つ
い
て
は
、
修
学
旅
行

の
説
明
会
に
お
い
て
学
校
側
か
ら
保
護

者
に
説
明
を
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い

て
保
護
者
か
ら
の
意
見
は
特
に
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

Ｑ  

介
護
施
設
整
備
等
補
助
事
業
で

５
６
０
２
万
８
０
０
０
円
が
計
上
さ
れ
て

い
て
、
メ
ー
プ
ル
ヒ
ル
病
院
の
整
備
の
た

め
と
聞
い
て
い
る
が
、
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
問
う
。

A  

介
護
施
設
整
備
等
補
助
事
業
は
、

メ
ー
プ
ル
ヒ
ル
病
院
の
現
在
の
介
護
療

養
型
医
療
病
床
が
法
改
正
に
よ
っ
て
廃

止
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
現

在
あ
る
92
床
の
う
ち
42
床
を
介
護
医
療

院
に
転
用
す
る
整
備
費
用
と
し
て
補
助

を
す
る
。

　

ま
た
、
42
床
の
約
半
数
に
酸
素
吸
入

器
が
導
入
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
す
る
。

酸
素
吸
入
器
は
配
管
等
を
含
め
て
整
備

す
る
た
め
、
特
殊
な
工
事
が
必
要
と
な

り
、
４
０
０
０
万
円
前
後
の
費
用
と
な

り
ま
す
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

第 3 回  定 例 会
　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
令
和
３
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
介
護
保
険
法
第
８
条
第
29
項

　

介
護
医
療
院
と
は
、
要
介
護
者
で

あ
っ
て
、
主
と
し
て
長
期
に
わ
た
り

療
養
が
必
要
で
あ
る
者
に
対
し
、 

施

設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
、
療

養
上
の
管
理
、
看
護
、
医
学
的
管
理

の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練

そ
の
他
必
要
な
医
療
並
び
に
日
常
生

活
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
施
設
。

解説
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建設中の（仮称）おがたこども園

Ｑ  

小
島
潮
遊
池
水
路
浚
渫
工
事
の
概
要

と
、
金
額
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

A  

小
島
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
か
ら
小
島

雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
間
に
、
葦
が
繁
茂

し
て
い
た
土
砂
の
一
部
を
、
幅
４
メ
ー

ト
ル
深
さ
１
メ
ー
ト
ル
で
工
事
延
長
が

２
１
５
メ
ー
ト
ル
掘
削
を
行
っ
た
工
事
金

額
は
１
１
４
４
万
円
で
あ
る
。
流
れ
が
ス

ム
ー
ス
に
な
り
、
大
雨
の
時
に
雨
水
排
水

ポ
ン
プ
を
稼
働
さ
せ
る
と
、
吸
い
込
み
口

に
流
着
し
て
い
た
水
草
等
が
減
り
、
撤
去

作
業
の
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

Ｑ 

令
和
２
年
度
の
一
日
最
大
配
水
量

が
、
令
和
元
年
度
比
で
約
24
％
増
加
し
て

い
る
理
由
を
問
う
。

A  

令
和
３
年
１
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で

続
い
た
寒
波
に
よ
り
、
市
内
各
所
で
発
生

し
た
家
庭
の
給
水
管
の
凍
結
破
損
に
よ
る

漏
水
が
３
４
０
件
程
度
発
生
し
、
水
道
工

事
店
が
全
て
の
修
理
を
完
了
す
る
ま
で
か

な
り
の
時
間
を
要
し
た
。
そ
の
た
め
令
和

２
年
度
の
一
日
最
大
配
水
量
が
、
令
和
元

年
度
比
で
約
24
％
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

Ｑ  

広
島
県
内
の
水
道
広
域
連
携
に
つ
い

て
、
大
竹
市
は
統
合
以
外
の
連
携
を
選
択

し
た
が
、
今
後
の
他
市
町
と
の
連
携
は
ど

う
な
る
の
か
問
う
。

A  

統
合
以
外
の
連
携
の
例
と
し
て
、
従

来
か
ら
広
島
市
が
技
術
研
修
を
実
施
す
る

際
に
、
各
市
町
に
参
加
を
す
る
よ
う
、
呼

び
か
け
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
連
携
は
継
続
さ
れ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ  

下
水
処
理
場
の
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム

の
不
具
合
部
分
の
更
新
を
す
る
こ
と
の
詳

細
に
つ
い
て
、
ま
た
計
画
的
な
更
新
も
必

要
と
考
え
る
が
今
後
の
考
え
に
つ
い
て
問

う
。

A  

監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
は
大
竹
市
下
水

処
理
場
の
す
べ
て
を
監
視
・
操
作
し
、
記

録
の
確
認
や
デ
ー
タ
の
出
力
が
行
え
る
装

置
で
、
重
要
な
設
備
で
あ
り
、
早
急
に
不

具
合
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
監
視
操
作
卓
は
２
台
の
産
業
用
パ
ソ
コ

ン
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
は
、
１

台
は
操
作
不
能
の
状
態
で
、
も
う
１
台
は

動
作
遅
延
や
フ
リ
ー
ズ
現
象
が
み
ら
れ
る

が
、
現
在
こ
の
１
台
で
処
理
場
の
監
視
を

続
け
て
い
る
。

　
対
応
と
し
て
は
、
２
台
の
監
視
操
作
卓

の
更
新
と
、
互
換
性
を
保
つ
た
め
に
サ
ー

バ
ー
盤
の
機
能
増
設
を
行
う
も
の
で
あ

る
、
更
新
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

Ｑ  

認
定
こ
ど
も
園
の
定
員
と
、
年
齢
別

内
訳
に
つ
い
て
問
う
。

A  

保
育
認
定
の
定
員
は
、
ゼ
ロ
歳
が

９
名
、
１
歳
が
26
名
、
２
歳
が
30
名
、

３
歳
が
30
名
、
４
歳
が
35
名
、
５
歳
が

35
名
で
計
１
６
５
名
。

　

そ
し
て
教
育
認
定
の
定
員
が
３
、４
、

５
歳
い
ず
れ
も
５
名
で
計
15
名
で
あ
り
、

合
計
で
１
８
０
名
で
あ
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
2
件

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

　
生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
水
道
事
業
会

計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
工
業
用
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

第３回定例会は、令和３年９月２日～９月24日の23日間行われました。
詳細については、令和３年12月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページから録画中継もご覧いただけます。

● 

令
和
３
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
大
竹
市
認
定
こ
ど
も
園
設
置
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

●
大
竹
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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